生活福祉資金 緊急小口資金　貸付申請受付時チェックリスト
	申込者氏名：　　　　　　　　　　　　
	（社協職員用のチェックリストです）

	№
	項目
	チェック欄

	1
	借入申込書が提出された。

・必要事項を申込者本人が記入し署名捺印した。
	□

	2
	住民票が提出された。
・生活福祉資金は世帯に対して貸付するため世帯状況の確認は必須。

・必ず「世帯全員の」住民票を提出してもらうこと（原則3ヶ月以内のもの）。
	□

	３
	所得課税納税証明書が提出された。
・本人の状況に応じては、

→所得について、通帳の写し、直近の給与明細等による確認で対応しても可。
→納税や滞納状況について、聞き取り内容を社協意見書に記載する対応でも可。
	□

	４
	個人情報取扱事務概要説明書が提出された（両面印刷）。
・同意欄に署名。世帯全員分が必要。（ただし未成年者は除く。）
	□

	５
	貸付けが必要である理由がわかる書類が提出された。
・初回（満額）給与つなぎであれば、雇用契約書、労働条件通知書等の写し（雇用期間、締日、給与支払日、支給額等がわかる書類）

・その他、その理由が客観的にわかる書類の写し
	□

	６
	収支バランス票、及び相談受付・申込票が添付された。

・自立相談支援事業等による支援への同意は貸付要件です（制度要綱第４の２）。

・相談時に家計収支状況の聞き取りにより、償還が可能であることがわかる収支バランス票を作成し添付してください。
	□

	７
	社協意見書を添付した。
	□

	緊急小口資金のみ、上記、借入申込書一式と併せて、借用書を同時に作成します（時間短縮のため）。

	８
	借用書が提出された。（両面印刷）

・必ず本人が署名捺印したことを確認する。

・借用書の日付は空欄にする（送金日の日付を、後日、県社協で記入します）。

・裏面の厳守事項等を説明する。
	□

	9
	運転免許証か住基カード等で本人確認し、その写しを添付した。
・緊急小口資金は実印の押印及び印鑑証明書の添付は省略する。その代わり、運転免許証・住基カード等の顔写真入り公的証明書により、本人確認する。
	□

	10
	振込口座届が提出された。
・口座番号に間違いないことを確認するため通帳orカードのコピーを添付。
	□


※判断が難しいと感じた場合は、早めに県社協に相談ください！（電話088-844-4600）
